
函
館
戦
争
の
終
結
後
、
赤
城
信
一
は
東
京
に
護
送
さ
れ
つ
い
で

久
留
米
に
幽
囚
さ
れ
る
が
、
明
治
三
年
許
さ
れ
て
帰
藩
、
四
年
に

東
京
に
出
て
く
る
。

開
拓
使
公
文
録
に
、
「
浅
草
第
六
裏
門
通
り
高
松
凌
雲
同
居
医

生
赤
城
信
一
」
と
あ
る
の
で
、
函
館
戦
争
に
お
け
る
上
司
高
松

方
に
身
を
寄
せ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
居
し
た
か
は
判
然
と
し
な

い
Ｏ

明
治
新
政
府
は
北
海
道
の
開
拓
に
つ
い
て
、
多
く
の
東
北
人
士

を
採
用
し
た
が
、
赤
城
も
こ
の
為
北
海
道
に
再
び
活
躍
の
場
を
求

め
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
は
、
赤
城
が
開
拓
使
に
職
を
求
め
て
か

ら
、
公
立
室
藺
病
院
長
を
退
職
す
る
迄
に
つ
い
て
述
べ
る
。

明
治
五
年
二
月
、
赤
城
信
一
は
村
岡
県
の
医
生
朝
倉
恭
三
と
と

も
に
開
拓
使
御
用
掛
を
拝
命
し
、
月
給
五
十
両
札
幌
詰
の
辞
令
を

妬
赤
城
信
一
に
つ
い
て
（
第
二
報
）

○
上
田
智
夫
・
小
竹
英
夫
・
宮
下
舜
一
・
吉
田
信

受
け
て
い
る
が
、
本
人
は
札
幌
に
は
勤
務
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ

つ
（
》
Ｏ

ま
た
こ
の
時
、
「
南
部
精
一
門
生
六
角
謙
三
と
申
者
、
一
等
附
属

被
仰
付
一
行
支
度
奉
存
候
」
と
、
六
角
謙
三
の
採
用
に
つ
い
て
願

い
出
て
い
る
。

赴
任
に
当
っ
て
乗
船
し
た
開
拓
使
附
属
汽
船
東
京
丸
は
、
尻
岸

内
沖
で
沈
没
、
こ
の
時
献
身
的
に
人
員
、
機
材
の
搬
出
に
当
り
、

平
野
弥
十
郎
と
と
も
に
金
一
万
匹
の
慰
労
金
を
受
け
た
。

開
拓
使
御
雇
外
国
人
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
が
創
設
し
た
「
函
館
医
学

校
」
の
通
学
生
に
、
信
一
の
弟
赤
城
昌
英
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
兄
弟
と
も
当
時
函
館
を
本
檬
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
学
校
の
官
費
生
九
人
の
中
に
、
六
角
謙
三
の
弟
健
吉

の
名
前
も
見
出
さ
れ
る
。

開
拓
使
は
函
館
ｌ
札
幌
の
交
通
路
を
最
重
要
視
し
て
、
開
拓

使
免
換
証
券
二
百
五
十
万
円
中
の
八
十
四
万
円
の
巨
費
を
投
入
、

札
幌
新
道
の
建
設
に
着
手
す
る
。
函
館
か
ら
森
ま
で
陸
路
、
森
か

ら
室
蘭
ま
で
を
海
上
連
絡
、
室
藺
か
ら
再
び
陸
路
で
苫
小
牧
’

千
歳
ｌ
札
幌
の
開
発
大
動
脈
と
し
た
。

こ
の
工
事
に
動
員
さ
れ
た
医
員
は
、
赤
城
の
ほ
か
古
川
融
、
橋
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病
五
十
一
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

口
住
正
、
菊
池
晩
節
、
満
田
耕
円
な
ど
多
数
に
及
ぶ
が
、
古
川
融

は
赤
城
の
前
に
一
時
室
蘭
病
院
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
五
年
三
月
よ
り
同
六
年
三
月
ま
で
の
、
工
事
中
十
三
ケ
所

の
病
院
の
患
者
は
、
入
院
三
百
八
十
五
人
、
外
来
二
百
六
十
四
人
、

全
癒
二
百
三
十
人
、
死
亡
四
十
三
人
で
あ
っ
た
。

赤
城
信
一
が
当
初
医
員
と
し
て
、
つ
い
で
病
院
長
と
し
て
在
任

し
た
室
藺
病
院
は
、
当
初
ホ
テ
ル
を
買
収
使
用
し
て
い
た
が
、
明

治
九
年
に
は
札
幌
通
十
一
番
地
に
新
築
移
転
し
て
い
る
。
そ
の
担

当
範
囲
は
白
老
、
登
別
か
ら
、
伊
達
、
有
珠
地
方
に
及
び
、
明
治

八
年
に
は
有
珠
に
出
張
病
院
を
設
け
た
。
同
じ
八
年
に
は
有
珠
地

区
を
中
心
に
間
歌
熱
の
大
量
発
生
が
あ
っ
て
患
者
千
三
百
人
に
達

し
て
、
キ
ニ
ー
ネ
の
不
足
が
深
刻
に
な
り
、
赤
城
信
一
、
杉
山
確
、

高
橋
玄
寿
が
懸
命
に
治
療
に
当
っ
た
。

こ
の
年
（
八
年
）
の
疾
病
に
つ
い
て
主
な
も
の
を
略
記
す
れ
ば
、

室
藺
病
院
で
は
消
化
器
病
二
百
四
十
七
、
間
歌
熱
百
三
、
梅
毒
百

四
十
二
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
九
十
三
、
外
傷
八
十
九
、
有
珠
病
院
で
は

問
歌
熱
千
三
百
四
十
六
、
消
化
器
病
百
八
、
腫
瘍
五
十
四
、
皮
層

明
治
十
五
年
か
ら
は
公
立
病
院
に
つ
い
て
、
出
港
税
か
ら
千
五

百
円
ず
つ
補
助
、
当
初
の
医
員
の
月
給
は
官
費
、
薬
価
は
一
年
間

官
与
し
五
ケ
年
年
賦
で
返
済
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
間
信
一
は
、
明
治
十
一
年
七
月
二
十
六
日
、
開
拓
使
病
院

奉
職
の
履
歴
に
よ
っ
て
、
医
術
開
業
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
十
二
年
十
月
に
は
長
女
の
タ
ケ
（
竹
子
）
が
、
登
別

入
植
の
仙
台
白
石
藩
主
十
三
代
片
倉
景
光
と
結
婚
し
、
概
地
の
開

発
に
大
き
な
功
績
を
残
す
と
と
も
に
、
片
倉
家
代
々
の
教
育
、
発

展
に
寄
与
し
て
い
る
。

こ
の
後
も
赤
城
信
一
は
、
当
地
域
の
医
療
に
献
身
的
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
教
育
の
向
上
に
も
寄
与
し
た
が
、
道
南
地
方
に
展

開
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
と
な
り
、
こ
の
故
も
あ
っ
て
一

部
港
民
の
排
斥
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
公
立
室
蘭
病
院
長
の
職

を
失
う
こ
と
と
な
る
。

（
北
海
道
医
史
学
研
究
会
）
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